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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
［研修］
・3/6第7回法人研修｢防犯について｣　ビデオ研修：3/8
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋SGMに報告すること。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・3月プログラムテキスト⇒2/20（火）

・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロード。

＜青明舎利用者様情報＞
・福井　彩　様　～貧血については、病院での検査の結果、問題ないと言われたとのこと。体重が増加傾向であることを指摘されたが、実家で運動をしながら対応し、大きな問題なく対応できていると話している。東海林紀子様との関係については、相手あら自身のことをわからなくなったと言われたことが気になるとのこと。デイケアの利用日変更などを感情的になって行ってしまったことが良かったことなのか気になると話している。
・東海林　紀子様～青南病院受診時の採血検査で脂質が高いと言われたと話している。スタッフから野菜を摂取するよう促すが、野菜を食べようと考えているけど難しいと話している。
・高柳　和子　様～定期訪問時、最近憂鬱になることが多く、頓服薬のリスパダールを服用することが多いと話している。また、頓服薬を服用すると頭痛がするとのことだが、服用を止める気はないとのこと。主治医へ上記を相談してみるよう促している。デイケアでは、スタッフが他の利用者にばかり声を掛けていることや、自分の思い通りにならないことが多くで憂鬱になるとのことで、デイケアスタッフに相談してみるよう促している。
・森田　清助　様～定期訪問時、寒くて家にばかり居ることが多いとのことだが、大きな問題なく生活できていると話している。食事については、今まで配食サービスを使っていたが、量が少ないため利用を止めたとのこと。
・若松　邦生　様～2/15体調不良で仕事を早退したと話している。不調については、自分から職場の人と交流できないこと、デーリー東北に投稿している記事について、何を書いているか分からないと言われたこと、体重増加が気になることを挙げている。主治医やスタッフに相談しながら対応するよう促している。
・我満　奈津紀様～定期訪問時、最近憂鬱でデイケアを休んでいると話している。体重減少や、暑さや寒さを感じないとのことで、青南病院を受診し、相談してみるよう促している。
・鈴木　知子　様～デイケアを辞めたいと思っていると話しており、理由を聞くと、今月1度しか行けておらず、スタッフが自分に対し悪い印象を持っているのではないかとのこと。そのようなことは無いことを伝え、デイケアに来所できる日には来所するよう促している。
・田名部　浩平様～小遣い帳の確認を実施。嗜好品をすぐに食べてしまうと話しており、時間を掛けてゆっくり食べるよう促している。
・平　京子　様　～定期訪問時、特に変わりないと話しており、2/21の受診にて採血の結果がわかると話している。部屋に埃が多く、障子の穴も目立っている為、少しずつ掃除や張替などを行っていくよう促している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・冨田　紀子　様～2/14より送迎にてデイケア利用を再開している。八戸市立市民病院入院に伴い、青南病院の薬が2袋余っている状況だったが、本人はその件を忘れており、世話人から薬を返却する対応を行っているとのこと。その他生活上大きな問題はない様子。先週から3日間程食事配送サービスを試しているが、普段夕食を摂っている16:00に間に合わないことから、利用は検討中。送迎については、先週時点で金曜の朝までで良いですと話しているが、本日世話人に対し3月も送迎して欲しいと話していたとのことで、今後本人の状況に合わせ、本人、世話人と相談しながら検討していく。
・船場　幸子　様～大腿部と腹部にかゆみがあると訴えており、詳細な状況は確認できていないが、皮膚科受診を促している。
・繁名　和恵　様～本日、幻聴、幻視、排尿時痛の訴えがあり、佐々木泌尿器科を受診。2/15は鹿内内科医院を受診する等、最近体調が安定せず病院受診をすることが目立っている為、本人の言動に注意しながら適時対応していく。

・関　秀治　様　～グループホーム同居人がインフルエンザにかかっていたことから、行けなくなった時の為に、自分から主治医に相談し、当院受診時の処方を3週間分処方してもらっている。自分なりに対処し、対応できていることを評価している。
・番沢　政勝　様～腰痛を訴え、整形外科受診を促しているが本人行動に移していないとのこと。不調時には無理しないよう伝え、今後も必要に応じて病院受診を促していく。
・若松　邦生　様～2/14職場での交流について悩んでいると話していたが、ナイトケアや主治医へ相談し、解決できたと話している。
・村上　元道　様～2/15より仕事を再開している。不調を訴えることなく、問題なく再会できている様子。

・藤村　翔　様　～今朝の訪問時、父様の声で「50になったら死ななきゃいけない」等、幻聴の訴えが聞かれていたとのこと。表情は悪くなく、切迫した様子は無いが、今後も様子観察を行っていく。
・大下　伸治　様～背中の痛みなど、様々な漠然とした不調を訴えており、部屋で眠っていることが多い状況。主治医に相談し、採血検査を行っており、今週結果がわかるとのこと。受診後本人に話を聞いても、医師からは何も言われないと話しており、具体的に詳細を話すことは無いが「入院した方がいいのかな」と話していたとのこと。採血検査の結果等、本人の不調の状況を確認しつつ、適時対応していく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・佐々木　常夫様～外来より連絡があり、苛々する為受診したいとの希望があり、デイケアにて様子を見て駄目であれば受診するよう伝えたとのこと。デイケアでもプログラム開始前に受診の希望があり、急遽受診となる。受診後デイケアに戻ってくると、入院を勧められ自身も望んでいることを報告している。本日主治医が不在の為、今後どうなるかはわからないとのこと。プログラムには「頭が悪くなったんです」「眠れてないです」と話し参加せず、座位で運動療法に参加する程度。昼食後静養室利用を希望し、静養している。今後体調変化に注意し、適時介入していく。
デイナイトケア
・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、昨日は咳があり、体温37.7℃でクーリングと水分補給を促していたとのこと。今朝35.5℃。咳症状が継続し、便秘で「腹が張る」と話しており、朝食は残食。本日は、内科受診のためデイナイトケアは欠席となっている。
・鈴木　真知子様～昼食後に外を見ながら笑っており、スタッフの声掛けに「天気いいし、お外行きたいね」「百石に行きたい」と話している所在確認に注意しながら対応していく。

ナイトケア
・北村　奈美　様～先週金曜日、16：00頃体調不良の訴えあり、希望にて静養室にて利用している。その際スタッフに対し、デイケア特定利用者様（福井彩様）を名指し、「あの人がいるからデイケアに居たくない」「これからも金曜日にあの人が来るんだったら、私はもうデイに来れる曜日が無いからもう来ない」等とベットに腰かけ、不満を話している。スタッフから相手の状況を説明すると徐々に落ち着いており、「落ち着いた、ゆっくり休む」と話し、19時まで静養室で休んでいる。外が暗くなっている為、帰宅するよう促すが「まだ大丈夫だよ、いつも21時頃帰ってるし」と話している為、青陽館の利用時間等の説明をしルールに従って行動するよう伝えている。

＜カンファレンス情報シート＞
カンファレンスシート（高山　英佐様）

実施日：H30年2月19日（月）13：45～14：00

担当：小嶋

参加者：小嶋、慶長、馬場、戸賀沢、石橋、柴崎、青明舎

検討内容　目標の共有

	氏名
	高山　英佐様
	性別
	男
	年齢
	47
	生年月日
	S45.5.21

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得。

2､ 対人関係の改善。

3､ 病識を身につける。

4､ 社会資源の利用。

	本人希望
	人と上手に話せるようになりたい。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計15回（最終：H20年9月～H20年10月1日　八戸赤十字病院）

	通所歴
	　1回目

H29年9月5日～現在　　（1回/4週、火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎　1/2W
訪問看護「五福」

	住居：市営住宅
	家族構成

母と同居
弟（治療に協力的、双極性障害で治療中）

	利用制度
	手帳2級
	年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	入院せず、地域での生活を続ける。
	①ストレスをため込まないような対処法を身に付ける。


	①困ったことがあればスタッフに相談する。場合によっては個別SSTを通して、具体的な対処方法について一緒に考える。


	・統合失調症を正しく理解できるように、疾病教室には必ず参加をする。

・聞いた内容が理解できているか、プログラム後に振り返りをすることや感想を尋ねる。

	
	②病気についての正しい知識を身に付ける。
	②疾病教室に参加し、統合失調症について学ぶ。自身の入院に至るエピソードを振り返り、病状悪化のサインを感じ取る。
	・入退院を繰り返している経緯を振り返り、自殺に至らないように事前に対処するために、困ったことは自分から話すことができるように声をかけていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状

（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①困ったことがあればスタッフに相談する。場合によっては個別SSTを通して、具体的な対処方法について一緒に考える。


	基本的に自分から他者に話し掛けることはなく、スタッフからの問いかけによって会話が成り立つ。他者がそばでトランプをしていても参加することはない。
	目標、治療計画は継続し、スタッフから話し掛ける頻度を増やしていき、他者との会話になれるところからスタートをする。

	②疾病教室に参加し、統合失調症について学ぶ。自身の入院に至るエピソードを振り返り、病状悪化のサインを感じ取る。
	プログラムに参加していても発言することはない。昼食後に不調を訴え早退しようとすることがあり、処方された頓服薬で対応せず。
	青明舎の訪問時にも貧乏ゆすりをしており、デイケア内でも見られる。早退したいという訴えは「暇」である可能性があるため、まずは暇な時間を減らすことができるように次回通所日から陶芸に誘っていく。それでも不調を訴えた場合は、頓服薬を持参するように言い、自分で病状悪化のサインに気付くことが出来るように振り返りを行う。


